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【背景・目的】児童養護施設の入所児のうち、保護者から
虐待を受けたために保護された子どもが半数以上を占め
ている。彼らには心理療法などの専門的な支援が必要とな
るが、その前提として、他者との信頼関係や自己肯定感の
回復のため、安心できる生活環境を保証する必要がある。
そのため子どもたちと生活を共にする児童指導員・保育士
など直接処遇職員（ケアワーカー）の役割は非常に重要で
あり、児童養護施設運営指針でも、職員の資質向上のため
の効果的な研修の実施が求められている。 
 我々はこれまで児童養護施設職員にインタビュー調査
を行い、研修プログラムの開発に向けた検討を行ってきた。
その結果、職員自身が自己を振り返る機会や、コミュニケ
ーション力・セルフコントロール力を高める研修が望まれ
ていること、そのためには単なる講義形式ではなく、心理
劇やグループワーク・個別面接・事例検討などを組み合わ
せて実施する必要があることが示唆された。 
そこで本研究では、特に心理劇に焦点を当て、その導入
の意義や課題について検討することとした。なおここで心
理劇とは、治療を目的とする古典的サイコドラマではなく、
対人援助者の研修に適した技法である精神分析的ロール・
プレイングを指している。 
 
【方法】児童養護施設のケアワーカーを対象に、児童の支援
上の問題について心理劇を用いた事例検討を行い、職員研修
に心理劇を導入する意義と課題を検討した。実施当日の参加
者は計 12 名で、職種は、保育士 6 名・社会福祉士 4 名・臨
床心理士 2 名であった。ディレクターは伊東が担当した。 
 
【結果】＜ウオーミング・アップ＞ある参加者から、自分
が勤める施設にはテレビ視聴に関して細かいルールが多
く、子どもの関心が他の子のルール違反のチェックに集中
しているという現状が話された。その子どもの心理はどの
ようなものか、職員はどのように対応することが適切なの
か、ロール・プレイングを行って検討することとした。 
＜場面１＞子 1：小 6 の女子、子 2：小１の男子 
子 1 は、子 2 がテレビを見てはいけない時間に少しで
も見ていると、「テレビ見た」「見ないでよ」とチェックす
る。子 2 は、「見ていない」と言い張る。この場面は、参
加者の情報共有のために、話題提供者が子 1 を演じ、実際
の状況を再現した。以下の場面では、子 1・2 を場面 1 と
同じ演者が演じ、若手の参加者が順に職員を演じた。 
＜場面２＞子 1 が子 2 のテレビ視聴をとがめて職員 A を
呼びに来るところから始めた。職員 A はまず子 2 をなだ
めて事態を収拾しようとしたが、子 1 は納得しなかった。
職員 A はどちらを先に叱るかという技術的な問題にとら
われ、共にテレビにこだわる子どもたちの心理を考えるゆ
とりはないようであった。 
＜場面３＞職員 B が、テレビを見ていた子 2 を居室に連
れ戻すことにして、一応はその場が収まったように見えた。
しかし他児のチェックに走る子 1 の気持ちをどう考えた
らよいのかという問題は残されたままであった。 
＜場面４＞職員 C が、突然テレビを消して子どもたちを
落ち着かせようとした。その一方的な態度に、子どもたち
は強く反発した。単に事態を収めるための対応では、子ど
もの欲求を抑圧してルールに従わせているだけであり、適
切な対応とは言えないことが明らかになった。 
＜場面５＞職員Ｄは、子 1 の隣に座り、「話を聞かせて」
と語りかけた。初めて穏やかな空気が流れ、子 1 は、職員
と話す時間がとれればよいと思ったという。職員の役割の
変化に応じて職員と子どもの関係が変わり、話し合いによ
って子どもを理解する前提ができたようであった。 
 
【考察】１．心理劇導入の意義。入所児にとってテレビは
様々な欲求の代償であり、代理満足を得られる最大の楽し
みとさえ言える。今回の心理劇では、ルール違反を抑え込
んで表面的に秩序を保とうとすると、子どもとの関係が阻
害されることが明らかになった。職員Ｄは、子どもを力で
抑え込もうとはせず、まず子どもの話を聞こうとする役割
を演じた。この態度はそれまでの職員とは対照的であり、
子どもとの関係が大きく改善した。子どもの心理を理解し、
安心できる生活環境を保証するために職員はどのような
役割を演ずることが必要なのか。このような点を体験的に
理解できることに、心理劇導入の意義があると考えられる。 
２．心理劇導入上の課題。仮に適切な係わり方を知っても、
不適切な係わりをする自身の心理を職員が深く自覚しな
い限り、再び同様の係わりをしてしまう恐れがある。しか
し単発的な研修で参加者の深層心理に触れることには、慎
重な配慮が必要である。また今回は話し合いの前提となる
関係ができたところで終了となったが、本来は他児のルー
ル違反のチェックに追われている子どもの心理はどのよ
うなものかという問いへの分析が必要である。参加者への
配慮や時間的な制約など現実的な条件を意識しながら、心
理劇によって十分な分析を行うには、力量あるディレクタ
ーの養成が喫緊の課題である。 
 
【結論】職員研修に心理劇を導入することによって、子ど
もの心理や職員の適切な係わり方を体験的に理解できる
点に意義がある。現実的な条件のもとで効果を上げること
ができる、力量あるディレクターの養成が課題である。 
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医療ソーシャルワーカーの人材育成システ
ムにおけるスーパービジョン実践の効果 
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【背景・目的】新潟市民病院における医療ソーシャルワー
カーへの人材育成システムは、組織内教育のプログラム開
発を指向するものであり、医療ソーシャルワーカーの実務
的な人材育成を図るとともに、その指導者（スーパーバイ
ザー）の育成を同時に目指すものとなっていて、先駆的な
取り組みである。また、医療ソーシャルワーカーに対する
組織内教育や業務・実践力向上を継続的に図るための体系
化においても、ピラミッド型とマトリックス型を複合化し
た育成システムの導入や、指導と達成段階のラダーを具体
化しようとしている点において新たな思考や要素を含ん
でいる。 
 一方で、この人材育成システムにおける教育プログラム
の構築にあたっては、①OGSV モデルとして実践されて
いる対人援助スーパービジョンの枠組みを活用したラダ
ー開発が進められるとともに、②指導方法（外部指導者の
招聘による訓練を含む）においても同モデルの導入を図っ
ており、教育プログラムの構成は全国的にも例のない試行
的な取り組みである。 
 本研究では、同病院において進められている人材育成シ
ステムにおいて、核となる二つの要素、すなわち開発され
たラダーと導入された OGSV モデルによるスーパービジ
ョン実践が、相互にどう機能したのか、その影響と効果の
検証を目的としている。 
 
【方法】影響と効果の検証は、第一段階として、指導対象
者（医療ソーシャルワーカー 6 名）各自が作成・提出す
る実践内容の報告書、ラダーにしたがって作成されるステ
ップアップシートとステップアップ目標支援シートを基
に、単一事例実験計画法を用いて変化の過程を評価した。
（第 36 回日本医療社会事業学会で報告）・・・基礎評価 
本研究における検証は、教育プログラムに参画する立場
から行った個別インタビューの内容（面接記録のデータ）
を院内教育講師（本発表者）と組織内指導者（共同研究者）
が KJ 法を用いて共同で類型化を行うとともに、ラダー項
目との整合性の観点から評価した。同意の下、すべての被
験者に対して、同一人（4名）が評価を行っている。 
個別インタビューは、調査期間である平成 25 年 6 月か
ら平成 27 年 3 月の間において、基礎評価の資料となる各
シートの提出後および基礎評価期間終了前の計 5回（年 2
回＋最終の 1 回）に実施し、IC レコーダーによって記録
した。また、KJ 法による内容の分析作業は、基礎評価完了
後の平成 27 年 9月～12 月に行った。その後、基礎評価と
本評価における結果の比較分析を実施した。 
なお、本研究は、新潟医療福祉大学倫理委員会および新
潟市民病院倫理委員会の承認を得ている。 
 
【結果】被験者 6 名が個別インタビューを通じて述べた内
容のカテゴリーは、全体では最小４、最大８に分類された。
（最終の集約段階前で一旦は細分化されていたカテゴリ
ーでみた場合は、最大１０、最小４となる。） 
 初回と 2 回目の比較では、6 名全員でカテゴリー数が減
少、2 回目と 3 回目では増加した。3 回目と 4 回目は 3 名
が増加し 3 名が減少、4 回目と 5 回目でも 3 名の増加し 3
名が減少となった。初回と 5 回目の比較では、増加 3 名、
横ばい２名、減少１である。 
共通性・継続性においては、それぞれにおいて 5 回を通
じて継続されるカテゴリ （ー内容）が 6 名全員に認められ
る。また、初回は「仕事の姿勢・態度」に関する内容が 6
名に共通して認められ、5 回目では「課題・自己課題」と
いう内容のカテゴリーが共通して認められる。 
 
【考察】カテゴリーの変化は、関心（問題意識）の集約化
と内容の具体化の影響を受けていると考えられる。 
 2 年間の経過の中で、教育プログラムの開始当初である
初回では、被験者自らの意欲や問題意識によって発言の内
容が構成されている。一方で、回を追うごとにラダーの内
容や自己評価、指導者からの評価や指導内容に呼応するよ
うな発言が増加している。 
 初回から 2 回目では、中間評価時期であることからも意
識の焦点化が進行し、話題のカテゴリーが減少したものと
考えられる。また、3 回目は年度末の期末評価の時期であ
ることが反映して、総括的にカテゴリーが増加に転じたも
のとみられる。一方、プログラムの二年目となる 4 回目・
5 回目で増減の 2 極化は、ラダーによる被験者各自の自己
評価によって具体化された認識状況が反映された結果で
あると推測される。 
 
【結論】これらの結果から、ラダーの枠組みに対応したス
ーパービジョン実践が、ラダーの項目を意識化させる効果
に結びついているとともに、項目内容の理解やその達成に
必要となる自己課題の具体化において影響していると判
断される。 
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